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  研究内容  

独立栄養生物である植物は、大気中の二酸化炭素と硝酸イオンなどの土壌から吸収する無機物から、炭
水化物やたんぱく質など、必要なすべての生体物質を生合成して生長しています。このような植物の物
質を生み出す能力によって人類の生活は支えられています。私たちは、植物の物質生産を制御している
仕組みを分子レベルで解き明かすことを目標としています。物質生産の制御には植物に固有の転写因子
が深く関わっていることから、そのような植物転写因子の機能と働きに特に焦点を置いて研究を進めて
います。このような研究によって、これまでに、植物にユニークな Dof 転写因子群を発見しており、ま
た、硝酸応答のマスター制御因子を同定しています。 
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